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砺
波
演
劇
鑑
賞
会
が
例
会
毎
に
１

９
年
間
余
、
会
員
を
増
や
し
続
け
て

い
る
。
辞
め
た
会
員
を
上
回
る
新
し

い
会
員
を
増
や
し
、
全
国
で
も
希
有

な
存
在
と
か
▼
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
た

舞
台
の
一
つ
が
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ 

ａ 

Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ 

。

戦
前
、
派
手
な
ド
レ
ス
に
身
を
ま
と
い
、
敵

性
音
楽
と
し
て
官
憲
か
ら
厳
禁
さ
れ
て
い

た
ブ
ル
ー
ス
を
歌
い
続
け
た
歌
手
が
、
前
線

の
軍
慰
問
で
も
軍
歌
は
絶
対
に
歌
わ
ず
、

兵
士
た
ち
の
故
郷
を
思
う
気
持
ち
を
慰
め

て
い
た
。
淡
谷
の
り
子
が
モ
デ
ル
の
よ
う

だ
。
時
の
流
れ
に
棹
さ
し
て
、
自
ら
の
信
念

を
貫
く
、
キ
ッ
パ
リ
と
、
し
か
も
し
な
や
か

に
▼
話
は
変
わ
る
が
、
７
月
に
ア
フ
リ
カ
の

セ
ー
シ
ェ
ル
共
和
国
が
５
５
番
目
に
核
兵

器
禁
止
条
約
に
参
加
、
核
廃
絶
が
世
界
の

流
れ
で
あ
る
。
一
発
の
原
爆
で
広
島
、
長
崎

と
い
う
大
都
市
が
破
壊
さ
れ
、
数
十
万
人

の
生
活
と
命
が
一
瞬
に
し
て
奪
わ
れ
た
。
こ

ん
な
非
人
道
的
な
兵
器
は
人
類
と
共
存
で

き
な
い
▼
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
核
大

国
は
「核
兵
器
、
俺
は
持
つ
、
お
ま
え
は
持

つ
な
」。
こ
ん
な
無
理
筋
の
理
屈
に
世
界
中

の
人
々
や
国
々
が
声
を
上
げ
始
め
、
国
連

で
採
択
さ
れ
た
の
が
核
兵
器
禁
止
条
約
で

あ
る
▼
だ
が
戦
争
被
爆
国
日
本
政
府
は
こ

れ
に
背
を
向
け
て
い
る
。
「核
兵
器
禁
止
条

約
に
日
本
政
府
も
参
加
を
」、
こ
の
声
が
１

０
２
１
名
の
署
名
と
な
っ
て
小
矢
部
市
議

会
に
請
願
さ
れ
た
が
、
議
会
は
否
決
。
反

対
し
た
議
員
た
ち
は
全
世
界
の
時
の
流
れ

を
読
め
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も
時
の
政
府
の

や
る
こ
と
に
棹
さ
せ
な
い
の
か
▼
淡
谷
の

り
子
な
ら
ど
う
し
た
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の
舞

台
が
私
た
ち
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ
て
く

れ
る
▼
こ
ん
な
鑑
賞
舞
台
を
続
け
る
の

に
、
仲
間
を
増
や
し
つ
つ
づ
け
る
粘
り
強
い

努
力
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
学
ん
で
核
兵
器
の

な
い
時
代
を
開
こ
う
、
さ
あ
世
直
し
だ
。 

小
中
学
校
統
廃
合
審
議
会
の
答
申

（
２
０
１
９
年
１
２
月
）
は
、
①
東

部
小
学
校
を
石
動
小
学
校
に
統
合
す

る
、
②
津
沢
小
学
校
と
蟹
谷
小
学
校

を
統
合
す
る
、
③
津
沢
中
学
校
と
蟹

谷
中
学
校
を
統
合
す
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
は
、
ど

こ
と
ど
こ
の
学
校
を
、
い
つ
ま
で
に

統
廃
合
す
る
か
の
学
校
再
編
推
進
計

画
を
年
内
に
作
成
す
る
た
め
に
、
そ

の
素
案
を
７
月
ま
で
に
ま
と
め
、
保

護
者
や
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
を
す
る
予

定
を
市
議
会
に
報
告
し
ま
し
た
。
市

議
会
が
こ
れ
に
「
待
っ
た
」
を
か
け

た
形
で
す
。 

「
答
申
」
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
出

さ
れ
、
分
散
登
校
、
少
人
数
学
習
を

経
験
し
、
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
減

少
す
る
な
ど
少
人
数
学
級
の
素
晴
ら

し
さ
を
体
験
す
る
前
に
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
が
少
人
数

学
級
に
一
歩
踏
み
出
す
前
に
出
さ
れ

た
も
の
だ
か
ら
、
こ
の
「
答
申
」
を

絶
対
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

合
併
前
の
旧
村
に
あ
っ
た
小
学
校

の
統
廃
合
は
既
に
実
施
済
み
で
あ

る
。
東
部
小
学
校
の
規
模
は
最
適
な

学
校
規
模
で
あ
り
、
１
学
年
２
学
級

が
望
ま
し
い
と
の
「
答
申
」
や
文
部

科
学
省
の
主
張
に
は
教
育
学
的
な
根

拠
が
な
い
。 

国
が
小
中
学
校
の
統
廃
合
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
狙
い
は
教
育
予

算
の
削
減
＝
教
員
数
の
削
減
に
あ

る
。 

  

小
学
校
の
な
く
な
る
地
区
に
若
者

が
住
も
う
と
考
え
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
、
そ
れ
ら
の
地
域
で
の
町
づ

く
り
を
す
す
め
る
住
民
の
努
力
に
水

を
差
す
こ
と
に
な
る
。 

東
部
地
区
に
は
商
業
施
設
が
進
出

し
便
利
に
な
っ
て
新
築
住
宅
が
で
き

は
じ
め
て
い
る
し
、
蟹
谷
地
区
で
は

元
Ｊ
Ａ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

使
っ
た
特
産
品
販
売
の
努
力
が
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
努
力
に
水
を

差
す
よ
う
な
計
画
を
小
矢
部
市
が
つ

く
っ
て
よ
い
の
か
。 

 
 

砂
田
市
議
の
一
般
質
問
は
上
の
Ｑ
Ｒ 

 

コ
ー
ド
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。 

 

【
砂
田
市
議
】
日
本
で
は
高
校
生
の
自
己
肯

定
感
は
、
４
４
・
９
％
で
、
米
・
中
・
韓
の

約
半
分
だ
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
学
校
で
他
人

と
比
べ
る
切
磋
琢
磨
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
育
む
こ
と
が
大
切

だ
。 そ

の
た
め
に
は
教
師
集
団
が
一
人
一
人
の

特
徴
が
わ
か
る
少
人
数
学
級
、
小
規
模
校
が

必
要
で
あ
る
。
１
学
年
２
学
級
を
め
ざ
す
学

校
統
廃
合
は
少
人
数
学
級
に
逆
行
す
る
。 

【
砂
田
市
議
】
わ
ず
か
百
万
円
余
り
を

節
約
す
る
た
め
に
、
市
が
県
下
で
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
多
人
数
学
級
支

援
講
師
の
廃
止
を
す
べ
き
で
は
な
い
。 

【
桜
井
市
長
】
校
長
会
か
ら
も
拡
充
の

重
点
要
望
を
受
け
て
い
る
が
、
財
源
の

問
題
で
、
ス
タ
デ
ィ
メ
イ
ト
に
担
っ
て

も
ら
い
た
い
。 

【
砂
田
市
議
】
国
が
最
終
的
に
３
０
人

学
級
に
す
る
ま
で
は
、
多
人
数
学
級
支

援
講
師
は
必
要
だ
。
ス
タ
デ
ィ
メ
イ
ト

に
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
仕
事
を
し
て
も

ら
う
に
は
、
勤
務
条
件
の
拡
充
が
ぜ
ひ

と
も
必
要
だ
。 

【
市
教
委
事
務
局
長
】
今
後
の
予
算
編

成
の
中
で
、「
で
き
る
こ
と
、
で
き
な
い

こ
と
」
を
整
理
し
て
対
応
し
た
い
。 

多
人
数
学
級
支
援
講
師
は
３
１
人

以
上
の
学
級
に
補
助
の
教
師
と
し
て

配
置
し
、
県
下
で
小
矢
部
市
独
自
の

制
度
。
今
年
度
は
蟹
谷
小
学
校
に
一

人
配
置
し
、
予
算
１
６
４
万
７
千

円
。
勤
務
時
間
一
日
５
時
間
で
週
５

日
。 ス

タ
デ
ィ
メ
イ
ト
は
発
達
障
害
な

ど
に
よ
り
通
常
級
に
お
い
て
支
援
が

必
要
な
児
童
の
対
応
や
身
体
的
な
障

害
の
あ
る
児
童
な
ど
の
日
常
生
活
の

介
助
等
を
主
な
役
割
。
県
下
で
は
各

校
一
人
配
置
が
多
い
が
、
小
矢
部
市

は
５
校
で
２
４
名
配
置
（
内
教
員
免

許
者
１
９
名
）
。
予
算
は
２
０
７
２

万

円
（
一

人

平

均

８

６

万

３

千

円
）
。
勤
務
時
間
は
平
均
週
１
９
・

５
時
間
で
、
各
校
の
事
情
に
よ
る
。 
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６
月
議
会
最
終
日
２
４
日
、
民
生
文
教
常
任
委
員
会
は
「
小
中
学

校
再
編
推
進
計
画
に
つ
い
て
、
本
年
７
月
に
素
案
の
策
定
を
予
定
し

て
い
る
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
直
近
の
人
口
推
計
の
十
分
な
精
査

が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
小
中
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
な
ど
他

の
計
画
と
の
兼
ね
合
い
を
考
慮
す
る
と
時
期
尚
早
」
と
断
じ
、
「
今

後
も
議
会
の
提
言
を
し
っ
か
り
勘
案
す
る
こ
と
」
と
報
告
し
ま
し

た
。
市
当
局
の
今
後
の
対
応
が
市
民
か
ら
注
視
さ
れ
ま
す
。 

６月議会 一般質問 

市議会民文委 

砂
田
市
議
の
主
張 

参考  

 


